
《今月の海上安全標語》 ～ 油 断 大 敵 ～
  人は仕事に習熟すると危険に慣れてしまうとのこと。
  しかも、慣れた人の事故は、慣れていない人の事故より大きくなる傾向があるそうです。

では、今月も安全操業で！
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こ
の
四
月
か
ら
「
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な

海
づ
く
り
協
会
」
に
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
、
谷
口
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
私
の
趣
味
に
つ
い
て
、
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
数
年
前
ま
で
趣
味
と
い
え
る

趣
味
も
な
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、

あ
る
日
テ
レ
ビ
番
組
で
「
ベ
ラ
ン
ダ
で

で
き
る
家
庭
菜
園
」
の
放
送
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
何
か
に
出
会
っ

た
思
い
を
持
ち
ま
し
た
。

　

市
民
農
園
や
畑
を
借
り
て
野
菜
作
り
を
す
る
気
持
ち
な
ど
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
で
き
る
野
菜
作
り
は
、
簡
単

で
や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

早
速
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
培
養
土
、

鉢
底
石
、
肥
料
そ
し
て
数
種
類
の
野
菜
苗
を
買
い
、
植
え
付
け
を
し
ま
し
た
が
，
一
週
間
ほ
ど
で
全

て
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
園
芸
雑
誌
等
で
調
べ
て
み
る
と
、
土
作
り
が
上
手
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
原
因
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

植
物
は
、
土
の
中
に
根
を
張
る
こ
と
で
体
を
支
え
、
水
分
や
養
分
を
吸
収
し
て
成
長
す
る
の
で
、

根
が
生
え
や
す
く
、
保
水
性
・
排
水
性
・
通
気
性
の
あ
る
野
菜
に
合
っ
た
土
作
り
を
き
ち
ん
と
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
土
作
り
を
き
ち
ん
と
す
れ
ば
、
病
気
や
害
虫
の
被
害
に

も
あ
い
に
く
く
な
り
、
長
期
間
収
穫
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
大
切
な
こ
と
は
、
肥
料
で
す
。
野
菜
の
植
え
付
け
時
や
生
育
途
中
な
ど
適
切
な
時
期
に
、
野

菜
に
合
っ
た
肥
料
を
過
剰
に
な
ら
ず
必
要
な
分
だ
け
与
え
る
こ
と
で
す
。過
剰
に
肥
料
を
与
え
る
と
、

根
を
傷
め
て
し
ま
い
、
逆
効
果
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

　

加
え
て
、
水
や
り
で
す
。
特
に
夏
野
菜
に
と
っ
て
は
十

分
な
水
を
与
え
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
守
っ
て
や
れ
ば
、
簡
単
に
楽
し
く
家
庭
菜
園

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
か
失
敗
も
し
ま
し
た
が
、
育
て
る
こ
と

の
楽
し
み
や
自
ら
育
て
た
野
菜
の
味
は
格
別
で
す
。
今
年

も
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
ツ
ル

ム
ラ
サ
キ
な
ど
を
栽
培
し
、多
く
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

表紙の言葉
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～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

プ
ラ
ン
タ
ー
家
庭
菜
園

ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会 

総
務
部
長　

谷 

口  

秀 

之

	 ２	 ようそろ

	 ３	 兵庫県漁業協同組合長懇談会・豊漁祈願祭
	 	 全国カキ・サミット岡山大会

	 ４	 摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会	視察研修会
	 	 但馬地区漁協青壮年部連合会	グループリーダー夏期研修会

	 ５	 淡路地区漁協青壮年部視察研修会

	 ６	 大輪田塾ＯＢ会通常総会
	 	 今年も開催	平成30年度マリンスクール

	 ７	 兵庫JCC通信

	 ８	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

アメリカ ワシントン州インズリー知事公邸での一枚

（左より 東根理事長・インズリー州知事・井戸知事・
 兵庫県国際交流協会 多木副理事長）

　７月27日、兵庫県とアメリカ ワシントン州友好提携55周
年式典がワシントン州の州都オリンピアにある州議会議事
堂で行われました。式典後、ワシントン州インズリー知事
の公邸にてパーティが催され兵庫県井戸知事をはじめ多く
の県関係者が招かれ、当基金からも８名が参加しました。
　当基金東根理事長は兵庫県民交流団の団長として、現
地方々や参加者の皆様との交流を深める大役を務めあげ
られました。
　詳細につきましては、次号９月号にて掲載予定です。
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

（
田
沼 

政
男
会
長
）

は
７
月
19
日
（
木
）、

淡
路
市
内
に
お
い
て

豊
漁
祈
願
祭
な
ら
び

に
兵
庫
県
漁
業
協
同

組
合
長
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
午
前
に
伊
弉
諾
神

宮
で
行
わ
れ
た
「
平

成
30
年
豊
漁
祈
願
祭
」
に
は
、
県
内

Ｊ
Ｆ
組
合
長
、
系
統
団
体
、
行
政
か

ら
約
70
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
神
事

は
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
参
加
者
一

同
は
豊
か
な
海
の
創
出
と
豊
漁
、
操

業
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
淡
路
夢
舞
台
国
際
会
議

場
に
場
所
を
移
し
て
「
平
成
30
年
兵

庫
県
漁
業
協
同
組
合
長
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
、「
水
産
業
の
改
革
に
つ

い
て
」、「
次
期
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
の
策
定
に
つ
い
て
」
の
2
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
水
産
業
の
改
革
に
つ
い
て
」
は
、

水
産
庁
漁
政
部
企
画
課 

藤
田
仁
司

課
長
と
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

大
森
敏
弘
常

務
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
現
在
、

漁
業
法
、
水
産
業
協
同
組
合
法
の
改

正
を
視
野
に
入
れ
て
進
め
ら
れ
て
い

る
漁
業
権
制
度
や
漁
業
協
同
組
合
に

係
る
改
革
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
藤

田
課
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
後
、
大

森
常
務
か
ら
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
と
し
て
の

対
応
や
見
解
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。
講
演
後
、
多
く
の
参
加
者
よ

り
様
々
な
内
容
の
意
見
や
質
問
が
出

さ
れ
た
質
疑
応
答
は
、
1
時
間
を
超

え
る
も
の
と
な
り
、
当
該
テ
ー
マ
に

対
す
る
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
次
期
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
の

策
定
に
つ
い
て
」
で
は
、
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部 

防
災
漁
村
課
環
境

整
備
班
計
画
係 

小
野
勇
一
郎
係
長

と
古
田
謙
一
氏
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
本
年
度
で
取
り
組
み
期
間
の
5

年
を
終
了
す
る
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
は
、
次
期
計
画
の
策
定
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
両
講
師
か

ら
同
制
度
の
概
要
や
全
国
の
取
組
み

状
況
に
加
え
、
次
期
プ
ラ
ン
の
参
考

に
な
る
よ
う
全
国
の
取
組
み
事
例
が

紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部
）

平成30年 兵庫県漁業協同組合長懇談会
　　　　　　　 ・豊漁祈願祭を開催

組合長懇談会の様子

　
第
11
回
全
国
カ
キ
・
サ
ミ
ッ
ト
岡
山
大
会

が
、
７
月
13
日
（
金
）・
14
日
（
土
）
の
２

日
間
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
カ
キ
生
産
者
約
３
０
０
名

が
集
ま
り
、
カ
キ
に
関
す
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
全
国
の
カ
キ
生
産
者
、
漁

業
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
カ
キ
生
産
に
係

る
諸
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
も
の
で
、
平

成
7
年
の
宮
城
大
会
か
ら
始
ま
り
、
全
国
の

カ
キ
生
産
県
に
お
い
て
2
年
ご
と
に
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　
大
会
実
行
委
員
会 

奥
中 

勉
委
員
（
Ｊ
Ｆ

伊
里
組
合
長
）
の
開
会
宣
言
か
ら
始
ま
っ
た

当
大
会
は
、
初
日
に
講
演
・
事
例
報
告
、
２

日
目
に
は
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
両
日
と
も

参
加
者
の
熱
心

に
聴
講
す
る
姿

が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、

13
日
の
講
演
終

了
後
に
は
懇
親

会
が
行
わ
れ
、

普
段
は
会
う
こ

と
が
出
来
な
い

カ
キ
生
産
者
同
士
が
情
報
交
換
と
と
も
に
懇

親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
14
日
の
最
後
は
、

大
会
実
行
委
員
会 

三
宅 

秀
次
郎
委
員
（
Ｊ

Ｆ
寄
島
町
組
合
長
）
が
大
会
宣
言
を
読
み
上

げ
、
満
場
一
致
の
拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ

た
後
、
次
回
開
催
県
で
あ
る
兵
庫
を
代
表
し

て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連　
田
沼 

政
男
会
長
が「
今

回
同
様
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
大
会
に
し
た
い
。
次
は
兵
庫

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
を
し
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
平
成
32
年
に
兵
庫
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
程
・
場
所
等
は
未
定
で
す
が
、
今
後

決
ま
り
次
第
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
お

知
ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

指
導
部
）

第
11
回 

全
国
カ
キ
・
サ
ミ
ッ
ト
岡
山
大
会 

開
催

　

～
各
県
か
ら
カ
キ
生
産
者
ら
約
３
０
０
名
が
集
う
～

平成30年豊漁祈願祭（伊弉諾神宮）

会場前にはカキ養殖資材が展示
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摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

（
大
西 

正
起
会
長：Ｊ
Ｆ
伊
保
）
は
７
月
17
日
（
火
）、

18
日（
水
）に
広
島
県
を
訪
れ
視
察
研
修
会
を
行
い
、

部
員
を
は
じ
め
県
・
系
統
団
体
の
関
係
者
あ
わ
せ
て

約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
視
察
先
で
あ
る
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
ス
ズ
キ
は
広

島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
に
あ
り
、
代
表
取
締
役

の
鈴
木 

隆
氏
よ
り
塩
田
跡
の
池
を
利
用
し
た
カ
キ

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
式
シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド
養
殖
）・
ク

ル
マ
エ
ビ
養
殖
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
池
を
利
用
し
た
養
殖
は
水
深
が
浅
く
日
光
が
届
き

や
す
く
、
ク
ル
マ
エ
ビ
用

の
飼
料
を
池
に
散
布
す
る

こ
と
に
よ
り
植
物
性
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
多
く
繁
殖
し
、

カ
キ
の
成
長
が
非
常
に
良

い
と
の
事
で
す
が
、
夏
場

の
水
温
が
32
～
35
℃
ま
で

上
昇
す
る
た
め
、
２
年
越

し
の
カ
キ
養
殖
は
不
可
能

と
の
事
で
、ス
ズ
キ
フ
ァ
ー

ム
で
は
１
年
で
採
苗
～
出

荷
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
種
苗
は
自
家
生
産
し
て

お
り
、
年
間
約
１
５
０
万

個
を
生
産
し
、
内
70
万
個

を
自
家
仕
様
、
残
り
を
稚

貝
と
し
て
販
売
し
て
お
り
、

受
精
後
の
Ｄ
型
幼
生
時
よ

り
サ
イ
ズ
選
別
を
行
い
サ

イ
ズ
ご
と
に
違
う
水
槽
で

育
て
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　
中
間
育
成
で
は
７

～
８
ミ
リ
に
成
長
し

た
稚
貝
を
、
２
～
３

セ
ン
チ
に
成
長
す
る

ま
で
フ
ラ
プ
シ
ー

（
中
間
育
成
装
置
）

で
２
～
３
週
間
育
成
し
、
３
セ
ン
チ
ま
で
成
長
し
た

時
点
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
移
し
最
終
育
成
に
移
行
し
ま

す
が
、こ
の
期
間
も
頻
繁
に
水
中
選
別
機
を
使
用
し
、

サ
イ
ズ
選
別
を
行
い
ま
す
。

　
最
終
育
成
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
移
し
、
塩
田
跡
の

池
に
浮
か
せ
な
が
ら
、
２
週
間
に
１
回
、
機
械
に
て

サ
イ
ズ
選
別
を
行
い
、
サ
イ
ズ
ご
と
に
分
け
、
10
月

中
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
は
７
～
８
セ
ン
チ
と
出
荷
サ

イ
ズ
に
達
し
順
次
出
荷
と
な
る
そ
う
で
す
。

　
仲
卸
や
市
場
出
荷
は
行
わ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト

ア
で
販
売
し
、
生
産
者
か
ら
直
接
消
費
者
と
取
引
を

行
っ
て
お
り
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
に
も
出
荷
さ

れ
、
数
量
ベ
ー
ス
で
は
海
外
６
：
国
内
４
で
、
金
額

ベ
ー
ス
で
は
５
：
５
の
割
合
だ
そ
う
で
す
。
海
外
出

荷
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
商
社
を
通
じ
て
の
商

談
を
行
う
と
他
社
と
の
金
額
差
が
大
き
く
な
り
、
勝

負
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
フ
ァ
ー
マ
ー
が
直
接
輸
入

業
者
と
商
談
を
行
っ
て
お
り
、
海
外
で
は
こ
の
形
態

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、
国
外
・

海
外
も
す
べ
て
受
注
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
行
っ
て
お
り
、
い

ま
ま
で
の
水
産
と
は
か
な
り
違
う
印
象
を
受
け
ま
し

た
。

　
説
明
後
、
実
際
に
塩
田
跡
池・種
苗
生
産
ハ
ウ
ス・

フ
ラ
プ
シ
ー
な
ど
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
青
年

部
員
か
ら
積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
い
本
年
度
の
視

察
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

 （
文
：
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
事
務
局
）

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合

青
壮
年
部
連
合
会 

視
察
研
修
会

ファームスズキ 塩田跡の池

　
但
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山
中 

康
正
会
長
：

Ｊ
Ｆ
但
馬
）
は
、
７
月
６
日
（
金
）
に
、
豊
岡
市
の
ホ
テ

ル
で
「
平
成
30
年
度
但
馬
地
区
漁
青
連
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
夏
期
研
修
会
」
を
開
催
し
、
行
政
な
ど
の
関
係
者
も

合
わ
せ
て
約
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
山
中
会
長
は
「
魚
食
普
及
活
動
は
、
青
壮
年
部
だ
け
で

は
難
し
い
の
で
、
漁
協
女
性
部
や
系
統
団
体
と
一
緒
に
行

い
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、
来
賓
の
県

但
馬
水
産
事
務
所 

小
田
垣
寧
課
長
は
「
水
産
教
室
、
魚

食
普
及
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
活
気
に
満
ち

溢
れ
た
活
動
を
お
願
い
し
た
い
」
と
今
後
の
同
漁
青
連
の

活
動
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
香
住
青
壮
年
部 

山
脇
邦
之
さ
ん

が
「
福
井
県
越
前
町
漁
協
交
流
会
・
福
井
県
敦
賀
水
産
加

工
場
視
察
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
報
告
を
行
い
、
水
揚
げ
さ
れ
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

の
選
別
が
各
船
で
行
わ
れ
ず
、漁
協
が
全
て
の
カ
ニ
を
選
別
し
て
い
る
こ
と
や
、

ア
カ
ガ
レ
イ
を
活
け
締
め
・
神
経
抜
き
を
し
「
越
前
カ
レ
イ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
て
い
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
福
井
県
漁
連 

敦
賀
水
産
基
地
で
の
水
産
加

工
施
設
の
衛
生
管
理
や
加
工
品
の
販
売
等
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
「
日
本
海
沿
岸
及
び
沖
合
に
お
け
る
漁
業
秩
序
の
維
持
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
研
修
で
は
、
香
住
海
上
保
安
署 

大
待
雄
治
郎
署
長
と
岡
氏
よ

り
、
第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
や
海
上

保
安
署
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
兵
庫
県

北
部
の
海
上
犯
罪
や
海
難
事
故
・
人
身

事
故
の
発
生
状
況
と
事
故
事
例
の
説
明

や
香
住
海
上
保
安
署
が
重
点
的
に
実
施

し
て
い
る
漁
業
秩
序
の
維
持
や
人
命
の

安
全
確
保
、
関
係
機
関
と
の
合
同
訓
練

や
地
域
と
の
連
携
活
動
に
つ
い
て
説
明

が
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
豪
雨
の
影
響
で
公
共
交
通

機
関
が
大
き
く
乱
れ
、
国
立
研
究
開
発

法
人 

水
産
研
究
教
育
機
構 

中
央
水
産

研
究
所 

三
木
奈
都
子
主
幹
研
究
員
が

来
場
で
き
ず
、「
こ
れ
か
ら
の
漁
業
・

漁
村
を
つ
く
る
」
と
題
し
た
講
演
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

ＪＦ但馬香住青壮年部 山脇氏の視察報告

但馬地区漁協青壮年部連合会
  グループリーダー夏期研修会を開催



5 拓水742号（2018年８月）

福島県相馬双葉漁業協同組合 原釜地区青壮年部との集合写真

平成30年度 淡路地区漁協青壮年部視察研修会
　
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山
崎 

大
輔
会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
）
は
、
福
島

県
相
馬
地
区
周
辺
に
て
福
島
県
に
お
け
る
漁

業
の
現
状
や
コ
ウ
ナ
ゴ
資
源
、
震
災
に
つ
い

て
学
ぶ
と
と
も
に
、
宮
城
県
に
て
養
殖
漁
業

者
と
の
技
術
交
流
会
及
び
加
工
場
施
設
の
見

学
と
、
宮
城
県
で
津
波
の
被
害
が
大
き
か
っ

た
南
三
陸
町
を
視
察
し
防
災
意
識
の
向
上
に

つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
７
月

14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
平
成
30
年
度
の
視
察
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
14
日
、
福
島
県
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合

で
は
、
福
島
県
水
産
事
務
所
相
馬
市
駐
在 

副
主
査
伊
藤
氏
よ
り
福
島
県
に
お
け
る
漁
業

の
現
状
及
び
震
災
に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
島
県
で
は
、
東
京

電
力
㈱
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影

響
を
受
け
て
、
今
も
な
お
試
験
操
業
の
形
態

を
と
っ
て
お
り
、
沿
岸
、
船
曳
、
底
曳
網
漁

業
に
お
い
て
も
試
験
操
業
に
よ
る
漁
獲
量
は

漁
獲
圧
の
減
少
に
よ
り
、
漁
獲
量
が
増
え
て

お
り
、
か
つ
、
魚
体
も
大
型
化
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
魚
の
安
全
性
も
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
風
評
被
害
に
よ
っ
て
需
要
が
少
な
い
た

め
、
こ
れ
以
上
増
え
て
も
売
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
状
況
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
震
災
に
つ
い
て
は
当
時
の
映
像
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
会
議
室

に
て
原
釜
地
区
青
壮
年
部
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
、
漁
獲
量
が
増
え
た
要
因
は
休
ん
で

い
た
以
外
に
何
か
な
い
か
？
と
い
う
質
問
に

対
し
、
行
政
機
関
等
に
よ
る
公
式
な
理
由
は

出
て
い
な
い
が
、
漁
業
者
の
考
え
で
様
々
な

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
漁
港

で
漁
船
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
次
に
宮
城
県
に
移
動
し
、
Ｊ
Ｆ
宮
城
矢
本

支
所
に
て
海
苔
養
殖
を
営
む
ア
イ
ザ
ワ
水
産

の
工
場
並
び
に
漁
港
を
視
察
し
ま
し
た
。
工

場
に
到
着
し
て
矢
本
支
所
三
浦
運
営
委
員
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
引
き
続
き
相
澤
氏
か
ら

工
場
の
機
器
や
生
産
・
加
工
工
程
、
の
り

養
殖
技
術
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。青
年
部
員
は
工
場
の
機
器
を
見
な
が
ら
、

ど
う
い
う
機
器
な
の
か
、
ど
う
い
っ
た
使
い

方
を
す
る
機
器
な
の
か
、
自
分
た
ち
の
工
場

と
比
べ
な
が
ら
積
極
的
に
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
漁
港
で
は
潜
り
船
の
型
や
、
海

苔
を
刈
っ
た
後
の
運
搬
方
法
が
自
分
た
ち
と

全
く
違
う
方
法
で
行
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
も
話
し
聞
く
こ
と
が
出
来
、
お
互
い
が
知

り
た
い
事
や
気
に
な
っ
て
い
る
事
に
対
し
て

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
15
日
は
、
株
式
会
社
シ
ー
フ
ー
ズ
あ
か
ま

顧
問 

赤
間
廣
志
氏
に
よ
る
ワ
カ
メ
養
殖
並

び
に
ア
カ
モ
ク
に
つ
い
て
の
講
演
を
受
講
し

ま
し
た
。
宮
城
県
の
水
揚
げ
は
ワ
カ
メ
に
限

ら
ず
、
海
苔
や
牡
蠣
に
お
い
て
も

震
災
前
の
状
態
に
は
ま
だ
戻
っ
て

い
な
い
と
の
こ
と
や
、
ワ
カ
メ
の

種
苗
も
震
災
後
か
ら
は
理
研
と
共

同
で
フ
リ
ー
の
培
養
を
し
て
行
っ

て
い
る
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ワ
カ
メ
養
殖
に
つ
い
て
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
後
、
ア
カ
モ
ク

に
つ
い
て
も
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ア
カ
モ
ク
が
注

目
さ
れ
て
か
ら
、
各
地
で
採
取
さ

れ
て
い
る
が
、
根
こ
そ
ぎ
と
る
と

す
ぐ
に
資
源
が
枯
渇
す
る
の
で
、

毎
年
取
れ
る
よ
う
に
取
り
方
も
指

導
し
、
天
然
物
が
な
く
な
っ
た
際

に
は
養
殖
も
出
来
る
よ
う
に
、
ワ

カ
メ
養
殖
の
場
所
で
ア
カ
モ
ク
の

養
殖
試
験
を
し
て
み
た
所
、
無
事

養
殖
で
き
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後

資
源
管
理
や
豊
か
な
海
づ
く
り
に

つ
い
て
も
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
南
三
陸
町
で
は
、
震
災

の
津
波
被
害
が
特
に
大
き
か
っ
た
南
三
陸
町

に
立
ち
寄
り
、
今
も
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
建
物
等
を
見
学
し
、
さ
ん
さ
ん
商
店
街
に

て
復
興
状
況
を
見
学
し
た
。
報
道
等
で
よ
く

放
映
さ
れ
て
い
た
防
災
対
策
庁
舎
（
赤
い
鉄

骨
の
み
）
は
、
い
ま
だ
に
残
っ
て
お
り
、
震

災
前
の
街
並
み
と
震
災
後
の
街
並
み
を
比
較

す
る
と
被
害
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
近
く
ま
で
行
き
、
参
加
者
で
慰
霊
塔
に

手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
会
で
、
福
島
県
の
漁
業

現
状
や
ノ
リ
・
ワ
カ
メ
養
殖
技
術
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
東
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
こ
っ
た

際
の
防
災
意
識
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
文
：
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
）

宮城県アイザワ水産海苔刈機

相馬双葉漁港の沖底船
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今年も開催！ 平成30年度マリンスクール
　
コ
ー
プ
こ
う
べ
・
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
・
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
に
よ
る
協
同
組
合
の
連
携
活
動
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
る
マ
リ
ン
ス
ク
ー
ル
（
２
コ
ー

ス
）
が
今
年
も
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
親
子
連

れ
（
約
１
８
０
人
）
は
楽
し
く
漁
業
や
県
内
産

水
産
物
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
第
35
回
と
な
る
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
コ
ー
ス
（
７
月

26
日
～
27
日
）で
は「
せ
り
市
」を
見
学
し
た
り
、

｢

魚
の
つ
か
み
取
り
」、「
ヒ
ラ
メ
稚
魚
の
放
流
」、

｢

タ
コ
の
塩
も
み
」な
ど
を
体
験
し
た
ほ
か
、兵
庫

の
漁
業
と
環
境
の

つ
な
が
り
を
学
習

し
ま
し
た
。
ま
た
、

稚
魚
の
放
流
で
は
、

神
戸
市
立
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
の
協

力
で
魚
を
増
や
す

こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。

　
一
方
、
第
８
回

目
と
な
る
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ

―

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
コ
ー

ス
（
８
月
３
日
～

４
日
）
で
は
「
干

し
ダ
コ
作
り
」
や

「
ア
ジ
の
三
枚
お

ろ
し
」、「
チ
リ
メ

ン
モ
ン
ス
タ
ー
探

し
」、「
兵
庫
の
漁

業
と
環
境
の
学

習
」
に
挑
戦
し
ま

し
た
。み
な
さ
ん
、

普
段
あ
ま
り
魚
に

ふ
れ
る
機
会
が
な
い
の
か
、ど
の
内
容
も
親
子
で

一
緒
に
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
多
く
の
方
が
来
年
も
参
加
し
た
い
と
の

こ
と
で
、
と
て
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
で

す
。
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
、こ
の
マ
リ
ン
ス
ク
ー

ル
を
通
し
て
、
漁
業
や
水
産
物
を
よ
り
広
く
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
と
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
： 

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ―

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
）

　
大
輪
田
塾
Ｏ
Ｂ
会
（
戎
本 

裕
明

代
表
幹
事
：
１
期
生 
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）

は
、
７
月
14
日
（
土
）、
神
戸
市
内

の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
通
常
総
会
を
開

催
し
、
東
根　
壽
塾
長
、
田
和 
正

孝
運
営
委
員
（
関
西
学
院
大
学
）
を

来
賓
に
迎
え
、
修
了
生
・
事
務
局
併

せ
て
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
東
根
塾
長
は
「
大
輪

田
塾
Ｏ
Ｂ
会
が
、
世
代
、
地
域
を
越

え
漁
業
に
関
し
て
様
々
な
意
見
交
換

や
議
論
の
場
と
な
り
、
将
来
の
兵
庫

を
担
っ
て
い
く
組
織
に
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
話
さ
れ
、
田
和
運
営

委
員
か
ら
は
「
当
初
か
ら
塾
運
営
携

わ
っ
て
き
た
が
皆
さ
ん
か
ら
教
わ
る

こ
と
ば
か
り
で
感
謝
し
て
い
る
。
Ｏ

Ｂ
の
協
力
で
ゼ
ミ
生
が
漁
業
体
験
を

行
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
く
な
ど

感
謝
す
る
と
と
も
に
皆
様
の
活
躍
を

祈
念
し
ま
す
」
と
同
会
へ
の
謝
辞
と

活
動
へ
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
平
成
29
年
度
事
業
報
告

及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
指
導
部
組
織
強
化
担
当 

中
筋 

昭
夫
氏
よ
り
「
本
県
漁
業
協
同
組
合

の
現
状
に
つ
い
て
～
組
織
構
成
と
経

営
状
況
～
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
、
本
県
漁
協
の
組
合
数
や
組
合
員

数
の
推
移
な
ど
組
織
構
成
や
経
営
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
実
際
に

合
併
を
体
験
し
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
合
併

後
の
様
子
が
語
ら
れ
る
な
ど
活
発
な

意
見
が
で
ま
し
た
。
こ
の
後
行
わ
れ

た
、「
大
輪
田
塾
Ｏ
Ｂ
会
交
流
会
」

で
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た

仲
間
た
ち
と
の
会
話
や
、
大
輪
田
塾

で
恒
例
と
な
っ
た
事
務
局
も
交
え
た

近
況
報
告
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

大
輪
田
塾
Ｏ
Ｂ
会
通
常
総
会
を
開
催

タッチプール

ヒラメ稚魚の放流（ＪＦ神戸市コース）

干しダコづくり用のタコの掴みどり

魚のさばき方講習
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　兵庫県生協連では、毎年、平和の大切さをみん
なで考え、確かめ合う場としてピースアクションの
取り組みを行っています。今年度は、10回目とな
る「広島被爆ピアノ平和コンサート」を、７月28日

（土）兵庫県民会館 ９階 けんみんホールで開催し
195人が参加しました。
　今回演奏で使用した「カズコのピアノ」は、爆
心地から2.6㎞の民家で被爆したもので2009年５
月に所有者であった和子さんからピアノ調律師の
矢川光則さんに託され、現在、平和の大切さを伝
えるために全国各地でコンサートを開いています。
　はじめに、矢川さんから被爆ピアノとの出会い
や平和への思いについてお話をいただき、続いて
森須奏絵さん（ピアノ）、大島久美子さん（ソプラノ）
による演奏と歌、また、広島の被爆体験講和を小
林愛子さんから語っていただき「戦争の悲惨さや
平和の尊さ」を参加者全員で再認識することがで
きました。

　ＪＡ淡路日の出は「持続可能な農業」と「豊か

で暮らしやすい地域社会」を実現する自己改革プ

ログラムを策定し、「農業者所得の増大」「農業生

産の拡大」「地域農業の活性化」の３つを基本目

標とした具体策に取り組んでいます。

　その中で、平成30年4月、洲本市本町に農産物

直売所「御
み け つ

食菜
さいさい

采館
かん

洲本店」を開店しました。同

直売所は、「地元で生産された新鮮な産物（御食）

を、彩り良く選び採られた食材を再々
4 4

買いに来て

ほしい」という願いが込められています。同ＪＡは、

直売所を地域で生産された安全・安心な農産物を

消費者に直接販売する地産地消の拠点と位置付け

るとともに、洲本市内のホテルや飲食店に農畜産

物の販路を広げています。

　同ＪＡには、少量多品種の農産物を栽培してい

る農家も多く、販路を確保することが生産意欲の

向上につながっています。

地産地消の新たな拠点を設立
～ＪＡ淡路日の出　　　

　「御
み け つ

食菜
さいさい

采館
かん

洲本店」～

被爆ピアノの音色を通じて
平和について考える

～ピースアクション2018
「広島被爆ピアノ平和コンサート」を開催～

生産者と消費者の架け橋を目指す「御食菜采館洲本店」（洲本市本町）。
新鮮な農産物とともに淡路ビーフ販売しています。

◀ 矢川光則さん

▼ 森須奏絵さん　
　大島久美子さん

◀ 小林愛子さん



◆
「
虫
」は
蟲
の
略
字
と
思
っ
て
い
た
が
、
別
字
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
。
ど

ち
ら
も
別
意
味
の
あ
る
本
字
だ
と
い
う
。
辞
書
に
は
蟲
は
虫
の
旧
字
と
説
明

さ
れ
、
マ
ム
シ
を
い
う
（
キ
）の
古
字
と
す
る
解
説
も
あ
る
が
…
。
虫
・
蟲

は
ヘ
ビ
の
形
か
ら
考
え
ら
れ
た
象
形
文
字
だ
と
判
る
。虫
偏
の
字
に
エ
ビ（
蝦
）

カ
ニ（
蟹
）カ
エ
ル（
蛙
）コ
ウ
モ
リ（
蝙
蝠
）な
ど
、虫
と
は
言
え
な
い
甲
殻
類
・

両
生
類
・
哺
乳
類
が
含
ま
れ
る
し
、
貝
の
蛤
（
ハ
マ
グ
リ
）・
蚶
（
ア
カ
ガ
イ
）

も
あ
る
。
通
常
は
片
仮
名
で
書
き
漢
字
は
使
わ
な
い
。
虹
（
ニ
ジ
）が
虫
偏
な

の
は
、昔
は
龍
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
と
い
う
。本
の
虫
・
腹
の
虫
・

泣
き
虫
・
弱
虫
・
怒
り
虫
な
ど
の
表
現
も
あ
っ
て
、
虫
で
は
な
い
虫
も
実
に

多
く
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

◆
昆
虫
は
足
が
六
本
と
い
う
の
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
が
、
植
木
鉢
の
裏
な

ど
に
居
る
ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
何
本
足
か
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
蜘
蛛
（
ク
モ
）は
８

本
、
蚰
蜒
（
ゲ
ジ
）は
30
本
、
蚣
（
ム
カ
デ
）は
24
本
か
ら
46
本
と
幅
が
あ
る
。

ダ
ン
ゴ
ム
シ
は
14
本
だ
。
以
前
、
子
供
電
話
相
談
室
で
『
昆
虫
の
足
は
ナ
ゼ
６

本
で
す
か
』と
の
質
問
が
あ
っ
た
。
先
生
の
答
え
は
写
真
機
の
三
脚
を
ヒ
ン
ト

に
、
三
本
と
い
う
の
が
一
番
安
定
す
る
形
で
、
昆
虫
を
観
察
す
る
と
絶
え
ず
足

三
本
で
着
地
し
、
最
も
安
定
し
た
体
制
で
暮
ら
し
て
い
る
の
が
判
り
、
六
本
脚

が
理
想
の
形
な
の
だ
そ
う
だ
。
８
本
脚
の
ク
モ
も
２
本
は
歩
行
に
使
わ
ず
触

角
の
役
目
を
し
、
ゲ
ジ
や
ム
カ
デ
は
足
を
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
風
に
波
打
た
せ
、
歩

行
は
遅
い
が
常
に
安
定
し
て
い
る
。

◆
昆
虫
の
う
ち
バ
ッ
タ
や
カ
メ
ム
シ
の
幼
虫
は
、
成
虫
と
余
り
変
わ
ら
な
い

姿
の
ま
ま
生
育
す
る
。
多
く
の
昆
虫
は
幼
虫
と
成
虫
は
全
く
似
て

お
ら
ず
、
ア
オ
ム
シ
が
蝶
に
な
り
、
ヤ
ゴ
が
ト
ン
ボ
に
な
り
ウ
ジ
が

ハ
エ
に
変
化
す
る
。
こ
の
大
変
身
に
は
全
く
驚
か
さ
れ
る
。
四
億
年

前
に
地
球
上
に
現
れ
た
蟲
は
、
人
間
よ
り
大
先
輩
な
の
だ
か
ら
、
も

っ
と
敬
意
を
表
し
て
良
い
筈
だ
が
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
は
大
い
に
嫌

わ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
人
は
虫
を
見
る
と
、
ま
ず
無
害
か
有

害
か
を
考
え
て
し
ま
う
。
農
作
物
を
荒
ら
す
虫
は
徹
底
駆
除
の
対

象
と
な
る
し
、
蚊
や
虱
（
シ
ラ
ミ
）、
ハ
エ
や
ゴ
キ
ブ
リ
は
衛
生
害

虫
と
し
て
殺
戮
し
て
仕
舞
う
。

◆
膨
大
な
数
の
昆
虫
の
う
ち
、
人
と
関
わ
り
を
持
つ
の
は
極
め
て

少
数
で
、
殆
ん
ど
は
益
虫
で
も
害
虫
で
も
無
い
タ
ダ
の
虫
で
あ
る
。

筆
者
も
家
庭
菜
園
で
は
害
虫
に
大
い
に
困
っ
た
。
環
境
汚
染
を
思

い
、
完
全
無
農
薬
に
拘
っ
た
た
め
野
菜
の
成
績
は
良
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
タ
ダ
の
虫
が
自
然
界
に
一
番
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は
、

幾
ら
か
救
わ
れ
る
。
畑
の
雑
草
の
う
ち
ス
ミ
レ
類
は
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

チ
ョ
ウ
の
食
草
と
し
て
残
し
、
カ
タ
バ
ミ
も
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
の
幼

虫
が
食
べ
る
た
め
に
残
す
。
こ
れ
ら
の
蝶
が
畑
の
周
辺
で
ヒ
ラ
ヒ

ラ
飛
ぶ
の
は
実
に
嬉
し
く
楽
し
い
。
花
蜜
を
細
く
長
い
口
吻
で
吸

う
姿
は
、
平
和
そ
の
も
の
で
幸
せ
を
感
じ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

虫と蟲

向
日
葵

　
７
月
の
大
輪
田
塾
は

10
日（
火
）に
開
講
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
漁
業
法
概
要
」は
、

２
部
構
成
で
行
わ
れ
、

ま
ず
、県
水
産
課
漁
政

班
主
幹 

森
本 

利
晃
氏

か
ら
、漁
業
法
は
他
の

法
律
の
よ
う
に
大
陸
法

を
参
考
と
せ
ず
、封
建

時
代
か
ら
の
慣
行
を
法

制
化
し
た
日
本
独
自
の

法
律
で
あ
る
こ
と
や
漁

業
法
の
目
的
や
漁
業
権

概
要
の
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、県
水
産
課

漁
政
班 

峰 

浩
司
氏
よ

り
兵
庫
県
漁
業
調
整

規
則
の
目
的
や
制
定

根
拠
、関
係
す
る
主
な

法
令
や
大
臣
許
可
漁

業
・
知
事
許
可
漁
業
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。漁

業
法
は
漁
業
を
営
む
者

に
と
っ
て
必
須
の
知
識

で
あ
る
の
で
、塾
生
に

と
っ
て
内
容
の
濃
い
講

義
と
な
り
ま
し
た
。

「
漁
業
法
概
要
」

峰主査による講義 森本主幹による講義
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